
予防接種ワーキンググループ

（令和元年度）

予防接種ワーキンググループ報告書

広島県地域保健対策協議会 予防接種ワーキンググループ

WG長　渡邊　弘司

Ⅰ．　は　じ　め　に

　予防接種は，予防接種によって予防できる疾患
（VPD）に対する重要な予防手段であり，その予防接
種率を高くすることは感染症対策として大変重要で
ある。予防接種は自治体の管轄であり接種勧奨は各
自治体に委ねられている。また，現在は，予防接種
数の報告は厚労省に対して行われているが各自治体
の予防接種率の算定は義務つけられていないため，
自治体間の接種率や勧奨方法の差に関して検証し難
くなっている。
　広島県では，平成 27 年より県内すべての自治体に
おける予防接種率の算定方式を統一し 1），自治体ご
との勧奨方法をまとめて提示することにより，自治
体間の差を最小限にしつつ県全体の予防接種率の向
上を目指す活動を行ってきた 2）。
　すべての定期予防接種に関する調査は，隔年で行
い，特に必要と委員会で判断した予防接種のみ調査
を追加している。平成 27 年と平成 29 年における予
防接種率の変化に関しては，統計処理を行った結果
を報告した 3）。
　この度は，平成 27 年，平成 29 年に続けて平成 30
年における沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド
（DT）と乾燥弱毒麻しん・風疹混合ワクチン（MR）
第 1期，第 2期の予防接種率を調査した。本調査の
実施に際し，市町が同定されるような公表を避ける
ことを前提にしていることから，この度の分析は県
内全体の予防接種率の推移と市町の予防接種率の変
化についてのみ行った。市町における予防接種率の
増減は，平成 27 年と平成 30 年を比較したものであ
る。

Ⅱ．　結　　　　　果

　DTに関する予防接種率は，15 市町で上昇し，8市

町で低下した。平成 27年，平成 29年，平成 30年に
おける広島県全体の予防接種率の推移は，72.8％，
78.0％，79.7％であった。
　MR第 1期に関する予防接種率は，19 市町で上昇
し，4市町で低下した。　平成 27 年，平成 29 年，平
成 30 年における広島県全体の予防接種率の推移は
94.3％，93.6％，97.7％であった。
　MR第 2期に関する予防接種率は，15 市町で上昇
し，8市町で低下した。　平成 27 年，平成 29 年，平
成 30 年における広島県全体の予防接種率の推移は，
93.2％，93.9％，95.0％であった。
　厚生労働省が公開している全国の定期の予防接種
率によると，平成 27年，平成 29年，平成 30年にお
ける DT接種率は，72.0％，76.7％，79.1％，MR第
1期 は，96.2％，96.0％，98.5％，MR第 2期 は，
92.9％，93.4％，94.6％であった。厚労省の対象人
口の定義は，「標準的な接種年齢期間の総人口を総務
庁統計局推計人口（毎年 10 月 1 日現在）から求め，
これを 12ヵ月相当人口に推計したもの」であり，対
象人口は「各年度に新規に予防接種対象者に該当し
た人口であることに対し，実施人口は各年度におけ
る接種対象者全体の何かの予防接種を受けた人員で
あるため，実施率が 100％を超える場合がある」と
も述べており，広島県における定義とは異なるため，
単純に比較できない。
　広島県における DT接種率は，全国と比較すると
平成 27 年度は低かったが，平成 30 年度はわずかで
はあるが上回っている。MR 第 1期は，上昇はして
いるものの，全国の予防接種率には達していない。
しかし，流行を抑制するとされる 95％の予防接種率
には，平成 30 年に超えることができた。MR 第 2期
は，平成 27年は，93％であったが，平成 30年には，
95.0％まで上昇した。
　この度調査した 3種の予防接種の接種率は，平成
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27 年から平成 30 年にかけて，いずれも上昇した。
接種勧奨を開示しても自治体が対応できるのは，予
算の関係から翌年か翌々年であるため，すぐに予防
接種率に反映されない可能性がある。そのため平成
27 年と平成 29 年の接種率をみると，さほど変化し
ていない。しかし，平成 30 年の予防接種率の上昇
は，この度の事業が寄与している可能性があると考
える。
　予防接種事業は市町事業であり，予防接種勧奨は，
各市町の個別対応が有効である。各市町は事情に応
じた効果的な対応を進め，予防接種ワーキンググ

ループは，今後とも予防接種率の推移ならびに勧奨
方法を提示していく方針である。
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